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お問い合わせ先：健康福祉課 保健師　☎52−5852（直通）

内　容：臨床心理士による相談
日　時：毎月最終月曜（14時～17時）
場　所：健康センターまたは訪問
相談員：臨床心理士　井田　博子

認知症の症状～中核症状と行動・心理症状～

日　時：毎週月曜日（8時30分～12時）
場　所：健康センター
相談員：保健師 ･ 栄養士

■メンタルヘルス相談

■健康相談

内　容：心療内科医師による相談
日　時：希望に合わせて医師と調整
            （13 時 30 分～ 15 時）
場　所：健康センターまたは訪問
相談員：荒木　幹太

（荒木医院／熊本労災病院心療内科医師）

■心療内科医師相談

※要予約　電話またはメールにて保
健師までご連絡ください。
☎52−5852（直通）

氷川町の相談窓口

kenhuku@town.kumamoto-hikawa.lg.jp

中核症状とは
　脳の細胞が壊れることによって、直接起こる症状を「中核症状」
と呼びます。

行動・心理症状とは
　中核症状に対し、本人の性格、環境、人
間関係などの要因が絡み合って、精神症状
や日常生活における行動上の問題が起き
てくることがあり、行動・心理症状と呼ばれ
ています。
　元気が無く引っ込み思案になる、怒りっ
ぽくなる、家の整理・整頓ができなくなるな
どの症状がありますが、周囲の理解や対応
方法や工夫で良くなることもあります。

日　時：毎月第 1 木曜日（14 時 30 分～）
場　所：健康センター
相談員：精神保健福祉士・介護支援専門員
※相談会以外にも、地域包括支援センターでは随時相
　談をお受けします。（土日祝日除く8時30分～17時）

★認知症サポーター養成講座を行っています。
少人数のグループでも結構です。皆さんのご都合に合わ
せた日時で下記までご連絡ください。
相談・お問い合わせ先
■地域包括支援センター　☎52－5335
■健康福祉課　　　　　　☎52－5852（直通）

認知症に関する相談会

キャラバンメイトだより

認知症
No.21

の健康コーナーこころ

■健康福祉課　　　　　　☎52－5852（直通）

　私は営業職を続けてきたせいで、付き合いでよく
飲んでいましたが、平日だけでした。数年前から毎日飲むようになり、眠る
ために深酒するようになりました。でも明け方早くに目が覚めてしまいま
す。職場の健康診断で肝機能障害を指摘されたこともありましたが、１カ月
くらい酒を断ったこともあり、酒はいつでもやめられるだろうと軽く考え
ていました。
　最近は、休日には昼から飲んでしまうようになり、再び肝機能障害も指
摘されました。いったんやめてみましたが、1、2日すると動悸や汗が出てき
て落ち着かなくなります。そうなるとお酒のことがいつも頭から離れず、
いろいろ言い訳しつつ、ついお酒に手が出てしまいます。2、3日間ずっと飲
んで仕事を休む日も出てきました。
　このため、妻に強く勧められて、精神科を受診しました。そこで先生にア
ルコール依存であると診断されました。自分の意志で酒をやめるのは難し
いと一大決心をして、断酒するために入院治療を選びました。
退院後は自助グループの断酒会に毎週参加するようになり、断酒を継続し
ています。もっと早く治療を受けていればと考えることもあります。

引用：「知ることからはじめよう　みんなのメンタルヘルス」（厚生労働省）

ケースに学ぶ
「お酒がやめられず…、頭はいつもお酒のこと
　ばかり（自営業Ｃさん（52歳男性）の場合）」

記憶障害
何 度 も 同 じことを
言ったり聞いたりす
るなど

見当識障害
家の中のトイレの場
所が分からないなど

理解・判断力の障害
二つ以上のことが重
なるとうまく処理で
きない

実行機能障害
うまく料理がつくれ
ないなど

認知症サポーター養成講座
　11月18日、反甫サロンで認知症サ
ポーター養成講座を行いました。




